
自主
財
源

依存
財
源

義務
的
経
費

その
他
経
費

36.4%

27.7%

63.6%

39.2%

6.0%

7.3%

3.3%
6.5%

99億2,327万1千円
（1.3%増）

43.1%

20.0%

18.4%

0.4%

11.0%

12.3% 1.3%

11.7%

11.4%

117億4,654万7千円
（3.3%減）

43.4%
118億4,595万6千円

（2.6%減）

13.5%

13.5%
36億7,749万7千円

（10.2%増）

173億4,672万9千円
（2.8%減）

75億4,230万8千円
（1.6%増）

市税

3.0%
2.9%
2.8%

8億2,375万8千円
（0.4%減）

分担金・負担金、
使用料・手数料

7億8,496万4千円
（13.5%減）

財産収入・寄附金・
繰入金・繰越金

7億7,224万1千円
（20.4%増）

諸収入

16億3,801万5千円
（0.7%減）

県支出金

1億1,482万円
（12.9%減）

維持補修費

54億4,028万5千円
（4.3%減）

人件費

32億401万5千円
（3.2%減）

扶助費

31億224万7千円
（1.6%減）

公債費

36億7,749万7千円 （10.2%増）

普通建設事業費・災害復旧費

50億2,758万3千円
（1.4%減）

物件費

30億1,007万9千円
（6.1%減）

補助費等

33億5,360万5千円
（2.6%減）

繰出金

3億3,986万9千円 （20.9%増）
積立金・貸付金・投資および出資金・予備費

19億9,091万4千円
（10.2%減）

国庫支出金

8億9,000万円
（9.2%増）

各種交付金

17億8,480万円 （17.3%減）市債

3億4,300万円 （1.0%増）地方譲与税

107億円
（1.9%増）

地方交付税

歳 入
272.7億円
（1.3%減）

歳 出
272.7億円
（1.3%減）

投資的経費

※（　）は前年度予算額との比較です

※（　）は前年度予算額との比較です

1.3%
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平
成
24
年
度
予
算
一
般
会
計
は
対
前
年
比
1.
3
％
減
の

2
7
2
億
7
千
万
円

■ 特別会計
地域農産物利用促進センター事業特別会計 1,840 万円
商品券事業特別会計 2億 1,340 万円
国民健康保険事業特別会計 88億 5,500 万円
国民健康保険診療所事業特別会計 2億 3,100 万円
後期高齢者医療事業特別会計 18億 1,050 万円
介護保険事業特別会計 66億 2,000 万円
介護サービス事業特別会計 9,200 万円
集落排水事業特別会計 1億 5,900 万円
浄化槽整備推進事業特別会計 2億 2,500 万円
港湾整備事業特別会計 2,100 万円

特 別 会 計 合 計 182億 4,530 万円

水道事業会計 25億 4,970 万 9千円
病院事業会計「永康病院・西香川病院」 18億 182万 6千円

企 業 会 計 合 計 43億 5,153 万 5千円

■ 企業会計

基本目標ごとの主な新規事業・重点施策
⒈ 活気にあふれ、産業が躍動するまち
　（産業・雇用）
・定住促進事業 6,312 万 4千円
・中小企業振興事業 3,996 万 5千円
・三豊市知名度向上プロジェクト 93 万 4千円

⒉ 豊かな自然と共生し、
　 環境にやさしいまち（環境・生活）
・火葬場建設事業 9,187 万 1千円
・住宅用太陽光発電システム設置補助 3,500 万円
・須田港待合所新設工事 1,168 万 9千円

⒊ 人々が助け合う、安全・安心なまち
　（安全・安心）
・震災対策用備品整備 627 万 7千円
・危機管理センター整備事業 2億8,517万7千円
・運転免許証自主返納支援事業 100 万円
・ため池ハザードマップ緊急支援事業 5,555 万円

⒋ 人々が支えあい、健康でいきいきと暮
　 らせるまち（医療・健康・福祉）
・地域医療検討事業 822 万 6千円
・子育て応援サービス券支給事業  103 万 2千円
・介護従事者確保対策事業 80 万円

⒌ 豊かな心を育み、文化を発信するまち
　（教育・文化）
・学校給食センター整備事業 2億9,811万4千円
・三野津中学校／仁尾小学校屋内運動場建設事業
　　　　　　　　　　　　　　3,501 万 8千円

⒍ ともに考え行動する、自らが創るまち
　（人権・住民自治・行財政）　
・地域内分権推進事業 3,195 万 9千円
・庁舎照明器具 LED改修工事   956 万 5千円

歳 

入

貯
金
は
取
り
崩
さ
ず

借
金
も
抑
制

歳 

出

安
全
・
安
心
に 　
　

重
点
配
分

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課

　

☎
73
・
3
0
1
0

3
月
1
日
か
ら
28
日
ま
で
開

か
れ
た
第
1
回
市
議
会
定
例
会

で
、
平
成
24
年
度
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、

2
7
2
億
7,
0
0
0
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
3
億

7,
0
0
0
万
円
、
1.
3
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

三
豊
市
新
総
合
計
画
の
第
4

期
実
施
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を

実
施
す
る
た
め
、
基
礎
的
財
政

収
支
（
※
）
の
黒
字
を
絶
対
的

条
件
と
し
て
、
積
極
的
か
つ
効

果
的
な
予
算
編
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
「
事
業
評

価
制
度
」
に
よ
り
、
計
画
し
た

施
策
や
事
業
の
手
法
・
効
果
を

そ
の
都
度
見
直
し
「
選
択
と
集

中
」
を
も
っ
て
事
業
展
開
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

※
市
債
を
除
い
た
歳
入
と
公
債
費
を

除
い
た
歳
出
と
の
収
支

歳
入
予
算
の
う
ち
、
市
が
自

主
的
に
収
入
で
き
る
市
税
な
ど

の
自
主
財
源
は
、
歳
入
総
額

の
3
6.
4
％
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
市
税
は
、
市
民
税
の
増
収

見
込
み
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
1.
6
％
の
増
、
諸
収

入
に
つ
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
融

資
償
還
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
2
0.
4
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
繰
入
金

に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
整
備

基
金
か
ら
4
億
1,
6
0
0
万

円
、
そ
の
他
特
定
目
的
基
金
か

ら
2
億
6,
9
7
7
万
6
千
円

を
繰
り
入
れ
、
市
の
「
貯
金
」

で
あ
る
財
政
調
整
基
金
の
取
り

崩
し
は
行
わ
ず
、
平
成
24
年
度

末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
66

億
9,
7
3
0
万
5
千
円
と
な

る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す

る
依
存
財
源
は
、
歳
入
総
額
の

6
3.
6
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
は
地
域
経
済
・
雇
用
対
策

費
の
対
応
な
ど
、
地
方
財
政
計

画
を
考
慮
し
、
前
年
度
に
比
べ

2
億
円
、
1.
9
％
の
増
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
市
の
「
借
金
」
で
あ

る
市
債
に
つ
い
て
は
、
臨
時

財
政
対
策
債
や
合
併
特
例
債

な
ど
交
付
税
措
置
の
あ
る
有

利
な
も
の
に
限
定
し
、
前
年

度
に
比
べ
3
億
7,
2
5
0

万
円
、
1
7.
3
％
減
の
17
億

8,
4
8
0
万
円
を
発
行
す
る

こ
と
と
し
、
引
き
続
き
基
礎
的

財
政
収
支
は
黒
字
を
堅
持
し
て

い
ま
す
。

歳
出
予
算
の
う
ち
義
務
的
経

費
は
、
そ
の
支
出
が
義
務
づ
け

ら
れ
任
意
に
節
約
が
で
き
な
い

経
費
の
こ
と
で
、
歳
出
総
額
の

4
3.
1
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
人
件
費
は
、
職
員
の

定
員
適
正
化
計
画
の
推
進
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
2
億

4,
3
5
4
万
9
千
円
、
4.
3

％
の
減
と
な
り
、
扶
助
費
は
子

ど
も
手
当
の
制
度
改
正
な
ど
に

よ
り
、
1
億
4
7
3
万
2
千
円
、

3.
2
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。公

債
費
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
に
比
べ
5,
1
0
0
万

7
千
円
、
1.
6
％
減
の
31

億
2
2
4
万
7
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
市
債
残
高
は
平
成

24
年
度
末
に
は
約
2
6
4
億

1,
7
0
0
万
円
と
な
る
見
込

み
で
す
。

投
資
的
経
費
は
、
道
路
や
施

設
な
ど
の
整
備
に
要
す
る
経
費

で
、
前
年
度
に
比
べ
1
0.
2

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
三

豊
市
新
総
合
計
画
』
第
4
期
実

施
計
画
に
掲
げ
る
危
機
管
理
セ

ン
タ
ー
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
は
じ
め
、
個
人
設
置

型
合
併
浄
化
槽
や
市
道
の
整
備

な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
根
幹

施
設
を
整
備
し
、「〝
豊
か
さ
〞

を
み
ん
な
で
育
む
市
民
力
都

市
・
三
豊
」
を
実
現
す
る
た
め
、

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ

効
果
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

そ
の
他
経
費
の
う
ち
物
件
費

や
補
助
費
等
、
繰
出
金
、
維
持

補
修
費
は
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
新
設
す
る
基
金
へ

の
積
立
に
よ
り
、
積
立
金
が
増

加
し
て
い
ま
す
。


